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生後 2 -3 カ月のオスの SD ラットにカイニン酸10mg/kgを腹腔内に注入し痘筆モデルを作成した。それぞれ痘筆
開始後 6 、 12、 24、 48、 144 時間後に断頭し、脳を摘出後一800Cで凍結、保存した。 Northern blot 法を用い海馬で
の GLAST の遺伝子発現の量的変化を、また10μm の冠状び矢状切片を作成し、 RNA probe を用いた in situ hyｭ
bridization 法で海馬での GLAST の遺伝子発現の形態的変化を検討した。
【成績】
海馬の Northern blot では痘筆開始12時間後に GLAST の mRNA レベルが上昇し始め、 48時間後にはピークに達
した。 In situ hybridization 法では GLAST の mRNA 発現レベルは48時間後には海馬 CA3 領域および歯状回にて









細が明らかではない。本研究ではグルタミン酸輸送体の 1 つである GLAST の痘準時の遺伝子発現を Northernblot 
法及び in situ hybridization 法によって検討し、細胞外グルタミン酸回収機構の活性化を明らかにした。これらの
結果は GLAST 遺伝子の強発現が、過剰な細胞外グルタミン酸を回収し、神経細胞を保護している可能性を示して
おり、今後新たな観点からてんかんの治療展望を開くことが期待され、学位の授与に値すると考えられるo
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